
　治療前の診断にて、近心は２根あるのがはっきりと認めら
れ、いずれも弱湾曲であった。また、遠心根は幅広い根で
あることも確認した。術前に根形態を把握することで治療
戦略を練ることができると考える。
　破折ラインに沿ってバーを進めていきながら髄腔開拡する。
破折ラインが歯肉縁下には走っていないことを確認したら、
遠心の大きく欠損している部分をレジンで修復をして壁を
作る（図3）。
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　患者は男性。何もしなくてもズキズキ痛い。約2年前に
歯が割れて治療をしたが、その際に再発のリスクがあると
言われていた（図1）。

　破折ラインがどこまであるのかを確認してからの診断に
なると考えた。破折ラインが歯肉縁下にあるか、垂直的
な骨欠損が認められる、または髄床底に破折ラインがあれ
ば保存不可能と判断し抜歯の方針としている。そこでまず
は抜髄をして、できるだけ保存するように意識しながら治
療を進めていくこととした（図2）。
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　このあと根管口の明示を行うが、できるだけ歯質を残そう
とすると明示が難しくなる。そこで筆者はエンドホルダーと
マイクロファイル（typeK＃15）使用している。特に近心の根
管口は見えにくいため、顕微鏡または拡大鏡、ミラーとこれ
らを併用すれば視野と操作の可動域を確保することができ、
歯質を余計に削らなくても髄腔が整えられると考えている。
　また根管にも極度な狭窄は見られないため、Dファインダー
＃10を用いることで容易に穿通することができた。デンタル
X-rayにより、近心根の拡大サイズは#35 04テーパーと目標
を定め拡大形成を行った。遠心根は平たく根尖サイズも大き
いためアピカルシートの付与が必要だと判断。拡大の目標サイ
ズは#60とし、JIZAIの#50 04テーパーまで拡大したのち、手
用ファイルの＃60 02テーパーを用いて最終的な形成を行った。
　湾曲根管を攻略する際には注意しなければいけない事が
いくつかある。歯質をできるだけ温存しようとすると、ファイ
ル破折やレッジなどを引き起こしやすくなる。さらに、硬いファ
イルを使用するとパーフォレーションのリスクがある。湾曲
根管の形成に対して、柔軟性としなやかさを持つJIZAIは高
い追従性が期待できるため有効であり、今回のケースでは特
に近心根の髄腔から根管上部の切削を最小限に抑えること
が可能であった（図4）。また、シークエンスを参考にしなが
らフルレングス法で形成をすると容易に拡大形成を行える
ことや、最終のファイルと同サイズのガッタパーチャを用いれ
ばシングルポイント法で根管充填できると考えられ、使用
する術者のストレスが抑えられる感触を得た。今回のケー
スでは高周波での歯髄焼灼も行うことで残髄による術後疼
痛のリスク軽減を図った。
　近心根に#35 04テーパーのポイント、遠心根には#60 
02テーパーのポイントを試適しデンタルX-rayを撮影（図5）。
　根管充填について。近心根はシーラーとメインポイント
を使ったシングルポイント法にて充填をし、過度な圧力を掛
けないように注意しながら遠心根はシーラーとメインポイン
ト・アクセサリーポイントを使用し充填を行った（図6）。
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